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令和３年度 第１回市民と市長の座談会 

会  議  報  告 

 

事務局 企画財政部広報秘書課広聴係 

開催日時 令和３年７月７日（水）午後７時００分～９時００分 

開催場所 前原町西之台会館 

参 加 者 男性 ４名  女性 １名   計５名 

会議次第 

  
 １ 開    会   

  ２ 市長あいさつ （市政報告） 

  ３ 懇    談   

    新型コロナウイルス感染症について 

  ４ 閉    会   

 
 

主な意見 

 
・コロナ禍でのオリンピック開催について 

・保健所の増設について 

・市民と市長の座談会の開催場所について 

・市民と市長の座談会のオンライン開催について 

・公民館のオンライン開催について 

・ＧＩＧＡスクールについて 

・災害時のトイレ問題について 

・シティプロモーションについて 

・野川のシダレザクラについて 

・生ごみ処理機を活用したキャンペーンについて 

・公園の柚子について 

・街路樹について 

・コロナワクチンの接種について 

・保育園の設置について 

・ごみの処理の仕方について 

 

懇談内容   別紙のとおり 

そ の 他   手話通訳者 ２名   保育士 １名 



 -2- 

令和３年度第１回市民と市長の座談会 

令和３年７月７日 

 

 

１ 開 会 

 

〇司会者 

 それでは、皆さん、こんばんは。本日は御参加いただきまして、誠にありがとうござい

ます。私は、本日の司会進行を務めさせていただきます、広報秘書課長の廣田と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日、新型コロナウイルス感染症の防止対策としまして、着座してマスク着用のままで

進行させていただきます。よろしくお願いいたします。着座で失礼します。 

 初めに、配付物の確認をさせていただきたいと思います。まず次第がございます。アン

ケートがございます。続いて、令和３年度の施政方針の冊子になっているものがございま

す。続いて、令和３年度小金井市予算の概要という形になります。こちらは１５ページか

ら３０ページの抜粋したものというふうになっております。主な事業を紹介しております。

続いて、令和３年６月２９日付の市長メッセージです。変異株拡大への警戒とワクチン接

種事業のさらなる推進について、こちらのメッセージになります。次に、小金井市におけ

る新型コロナワクチンの接種状況という形の横版のものになります。次が、こちら横版で、

市報「こがねい」７月１日号の１面の一部を抜粋したものをお載せしています。こちら、

ワクチン接種のスケジュール等の記事となっております。続いて、小金井市医師会のメッ

セージ、新型コロナワクチンについてのその１からその８ということで、その８について

は６月２９日付で配信させていただいているというものになります。こちら、その１から

になっています。最後は、小金井市の緊急対応方針第６弾という形に、こちらの水色のも

のとなっております。あと、こちらがあらかじめ皆様の机上に配付したものになっており

ます。そのほか、受付のほうでは、小金井市はこんなところですという、こういったリー

フレットであるとか、あと、坂と遊歩道のマップ、こちらも受付のほうでお配りしていま

すので、もしよろしければお持ちください。こちら、以上が資料となります。 

 それでは、開催に当たりまして事務局より御説明申し上げます。本日の進め方でござい

ますが、初めに市政報告ということで、重要課題の進捗状況につきまして、市長の西岡よ
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り御報告させていただきます。その後、意見交換ということなんですけれども、今回は、

現在、最も皆さんが関心のある新型コロナウイルス感染症についてをテーマに、皆様から

御発言をいただきまして、それに対して市長がお答えするという形で進めさせていただけ

ればと思っております。その後、もし、お時間がございましたら、そのほかのことに関し

ても自由に御意見をいただくという形の内容で進めさせていただければと思っています。 

 あと、本題に入る前に事務局より５点ほど御了承いただきたいことがございます。まず、

１点目なんですけれども、議事録を作成させていただくため録音をさせていただきます。

２点目が、今回の様子を写真撮影させていただきまして、ホームページに掲載させていた

だきたいと思います。もし、撮影に御都合が悪いという方がいらっしゃいましたら、事務

局のほうに一声おかけください。あと、発言される際は、すみません、マスクを着用でよ

ろしくお願いします。そのときにマイクをお渡しするんですけれども、都度消毒をいたし

ますので、通常よりお時間がかかってしまうかもしれませんけれども、御了承いただきた

いと思います。本日は、終了時刻が午後８時までとなってございますので、終了後につき

ましては、速やかに御退場いただきますよう御協力をお願いいたします。 

 それでは、次第に従いまして、まず初めに市長の西岡より御挨拶と市政報告をお願いし

たいと思います。 

 

２ 市長あいさつ（市政報告） 

 

〇西岡市長 

 

 皆様こんばんは。小金井市長の西岡真一郎でございます。着座にて失礼いたします。ど

うぞ御理解のほどよろしくお願いいたします。新型コロナウイルス感染防止対策といたし

まして、マスクを着用したままでこの会、説明させていただきますので、何とぞ御理解い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。本日は、平日の夕刻というお時間にもか

かわりませず、令和３年度第１回市民と市長の座談会にお集まりいただきまして、誠にあ

りがとうございます。この座談会は、私、市長に就任してから毎年開催をさせていただく

ようにしております。市民の方との対話の場を設けさせていただくために、平成２８年度

から開催しているものでございます。毎年、年に４回開催しております。本日は、令和３

年度では初めての開催となります。通常は皆様と気軽にお話をしたり、気軽にお越しいた
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だけるように、事前申込みという形はとってはおりませんでした。また、座席につきまし

ても、皆様方がお話をしやすいように、線形上に小さく椅子を並べていたところですが、

新型コロナウイルス感染防止の観点から、申込み制という形にさせていただきました。ま

た、参加人数につきましても、感染拡大防止に努めなければいけませんので、人数も制限

をして開催をさせていただいております。どうか御理解を賜りますよう、お願い申し上げ

ます。この座談会につきましては、市民の皆様から様々なことについて御意見をいただき、

その声を市政運営の参考にしたいと考えておりまして、継続して開催してまいりました。

従来は、テーマはあまり設けずに、フリートークで様々なお声をいただいてきたところで

すが、昨今はやはり新型コロナウイルスの感染症対策というのが小金井市の今の最優先事

項となっております。また、皆様方の関心も大変強く、基礎的自治体である小金井市に対

して発出したい、発信したい御意見や御希望も多々あると思いまして、今回は初めてテー

マを絞った形で開催をさせていただきます。しかしながら、今日は８時までという限られ

た時間ではありますが、時間の許す限り、コロナウイルス対策以外のことでも、これだけ

はぜひ小金井市に伝えたい、市長に伝えたい、話したいということがあれば、どんなテー

マでもお受けいたしますので、ぜひそのときにはお話をしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。それでは、皆様方から様々なお話を伺う前に、２０分から２

５分程度、すみません、お時間をいただきまして、私から、現在の市政の状況や、また新

型コロナウイルス感染症対策についてどのような取組を行っているのか。また、皆様方に

今、最も関心の高いと思われるワクチン接種の現状や、今後の見通しなどについて、お話

をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。また、本日は手話通

訳者の方にも御尽力いただいております。ありがとうございます。私が市長に就任してか

ら、こういった市主催の事業や行事には可能な限り手話通訳者の方々にお越しいただいて、

手話を通じて皆様方にメッセージを発信させていただいております。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 まず初めに、新型コロナウイルスの感染症に関することでございます。新型コロナウイ

ルス感染症が国内でも判明してから、もう１年半という長い年月がたちました。この間、

市民の皆様方におかれましては、制約のある生活が続き、市民生活や、また地域の経済に

も様々な影響が及んでいる状況であります。 私といたしましては、このコロナ禍を皆様

方と一緒に力を合わせて乗り越えていけるように、これからも引き続き努力をしてまいる

気持ちであります。さて、４月２５日から発令されていた３度目の緊急事態宣言は、６月
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２１日からまん延防止等重点措置に変わり、７月１１日までとなっていたところでありま

すが、報道等でも皆様も御覧になりましたように、明日にも引き続き、７月１２日以降も

解除という形にはならず、現在、引き続き予断を許さない変異株の感染拡大が続いている

という状況であります。現在、今日、先ほど東京都から発表された東京都内の感染者数、

９２０名という数字が発表されたところであります。ワクチン接種も進めているところで

ありますが、現在、変異株の拡大も続いて、予断を許さない状況と認識してございます。

特に感染力が強く、重症化しやすいとされる新型コロナウイルスの変異株への感染が、若

い世代を中心に増加しております。現在は感染力が従来株の１.９５倍とも推定されるイン

ド型のデルタ株の感染が拡大していることなど、極めて顕著であります。この変異株は全

国各地で、また世界各地で様々な変異を続けております。新たな変異株が次々と出現をし

ている緊張状態が今も続いている。そして、医療従事者の方々は、日々絶え間なく感染症

対策と最前線で戦っていただいているという状況です。改めて、感染拡大とずっとこの間、

たゆまぬ努力で戦っていただいている医療従事者の方々や、また、保育士さんや、様々な

現場でエッセンシャルワーカーとして、感染拡大が続く中にあっても、日々お仕事をして

いただいている大勢の方々に、改めて感謝を申し上げます。そして、小金井市には、実は

たくさんの方々からマスクや、サーモカメラや、防護服や、本当にたくさんの御支援をお

寄せいただいております。この感染拡大防止のために役立てればということで、これまで

たくさんの方々に御支援や御寄附を賜ってまいりました。御寄附いただいた大勢の方々に、

改めてこの場を借りて御礼と感謝を申し上げます。変異株の拡大を防ぐためには、従来か

らの基本的な感染予防対策、マスクの着用、３密回避、手洗いやうがいの徹底、手指消毒、

ソーシャルディスタンスの確保などなど、この間取り組んでいただきたいということで、

政府や医療関係者から呼びかけられてきた様々なことにつきましては、これからも引き続

き徹底をしていくことが最も重要です。市民や事業者の皆様におかれましては、引き続き

感染しない、感染させない最大限の感染予防に努めていただきますよう、お願い申し上げ

ます。併せて、この基本的な感染症対策とともに、希望する方々へのワクチンの接種をよ

り多くの方に、より早く接種ができるように、現在、小金井市では医師会、薬剤師会、訪

問看護連絡会、受託事業者の方々と、小金井市と緊密に連携をしながら、現在、ワクチン

の接種を鋭意進めているところでございます。さて、小金井市の累計患者数、退院者数で

ございますが、７月５日時点、最新の数字で小金井市内累計感染者数は１,０３１名となり

ました。そのうち退院等をされた方は９８５名となります。この１,０３１名という数字は、
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小金井市の全人口における、単純計算では１２１名に１人というふうな状況でございます。

医療提供体制が逼迫し、皆様が必要なときに、必要な医療が受けられなくなることのない

ように、また、４度目の緊急事態宣言が発令されないように、感染拡大の抑制に社会全体

で取り組むとともに、感染拡大防止する唯一の切り札であるワクチンの接種を、安全かつ

迅速に進めていくことが重要となります。小金井市におきましては、６５歳以上の高齢者

のワクチン接種を鋭意進めてきたことがありまして、小金井市医師会の皆様方からの見解

では、最近の６５歳以上の新規陽性者が減少している傾向が示されていることから、ワク

チン接種の効果が現れてきているのではないかとの見解が示されているところでございま

す。さて、小金井市におけるワクチン接種の現状についてお伝えいたします。御手元の資

料にＡ４の横１枚で、このようなワクチンの接種の最新の実績数値を明示した資料となっ

ております、こちらを御覧いただきたいと思います。それは今日、小金井市のホームペー

ジにも、トップページにアップしたものでございます。小金井市はコロナ禍の一刻も早い

収束のため、安全かつ迅速なワクチン接種の実施を最優先事業と位置づけております。６

５歳以上の高齢者へのワクチン接種については、令和３年４月２６日から開始しました。

そして、医療従事者の方々の接種も医師会の方々によって進められておりました。この間、

医療機関等の皆様との緊密な連携によりまして、小金井市では４６か所の指定医療機関で

の個別接種、病院や診療所での接種を４６か所で実施しています。そして、プラスして２

か所、保健センターと緑センターでの集団接種、合わせて４８の会場でワクチン接種を進

めております。７月５日現在、最新の接種状況は資料としてお配りしておりますが、総接

種回数は５万７,２１０回、総接種人数は３万４,５０９人ということで、接種予定人口の

約３０％の方が接種をしたという統計となります。そして、医療従事者３,７００名のうち、

１回目の接種が３,５３７回、９６％に達しました。２回目が３,３７２回で９１％ですの

で、医療従事者の皆様方はほぼ完了したことになります。そして、高齢者、６５歳以上の

方々への１回目の接種が２万４,２１３回で、９２％に達したところであります。計画上は

８０％で計画しておりましたので、非常に高い接種率になりました。そして、２回目の接

種が１万９,３２９回、７４％となりました。高齢者の方々への接種は、今、完了に向けて

順調に接種を進めているという状況です。そして、７月１日、実は６月の下旬からであり

ますが、６４歳以下の方々への接種もスタートしました。まず最初に、第３グループと言

われる基礎疾患のある方、６０歳から６４歳の方、高齢施設等従事者の方々、こういった

方々の接種を優先的に進めておりまして、現在、一般フェーズ、６４歳以下の方は６,７５
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９回接種いたしまして、１２歳以上の人口８万５,４７４人の割合で見ますと、７.９％の

接種回数となりました。多大な御協力をいただいております、小金井市医師会、薬剤師会、

訪問看護連絡会関係者、従事される看護師など、スタッフの皆様の御努力に厚く御礼申し

上げます。６５歳以上の高齢者フェーズのワクチンについては、現在、希望する方々の完

了に向けて順調に進めているところでございます。そして、一般フェーズの方へのワクチ

ン接種についてでございますが、こちらも市報「こがねい」のトップページを印刷してま

いりました。Ａ４の横のこの資料を御参照いただければと思います。今後のワクチン接種

のスケジュールをまとめたものでございます。小金井市では、まず１６歳から６４歳まで

の一般フェーズの方へのワクチン接種券を一括して６月１４日に発送しました。ですから、

小金井市では１６歳以上の方は全て接種券が届いているという状況になります。さらに、

モデルナワクチンというのは１８歳以上からのワクチン接種になりますが、ファイザーワ

クチンは１２歳から接種が可能となっております。いわゆる１２歳から１５歳、ほぼ中学

生の方です。こちらの皆様方にも、７月の中旬以降に接種券を郵送させていただきます。 

 そして、予約の時期や接種時期等につきましては、この御手元の資料を御参照ください。

７月１日からは、既に４０歳から５９歳、児童福祉施設等の従事者の方々の優先予約を開

始しました。明日、７月４日からは１６歳から３９歳までの方の予約の受付を開始いたし

ます。このようなスケジュールとなっております。予約の時期や接種時期等の詳細スケジ

ュールは、市報「こがねい」７月１日号、また、７月１５日号にも掲載いたします。 

 また、小金井市のホームページなどでも随時、最新情報に更新をしておりますので、ぜ

ひ御確認いただければと思います。何か御不明な点がありましたら、小金井市ではコール

センターを設置してございますので、お気軽にお電話いただければと思います。そして、

一般の方向けの新型コロナウイルスワクチン接種を間断なく迅速に進めるために、小金井

市では、独自の判断をいたしまして、武蔵小金井駅北口の駅前にある旧西友ビルの２階と

３階を活用させていただきまして、大規模接種会場を７月１４日から開設いたします。約

２か月間の期間限定で、１８歳以上、モデルナを活用した集中的なワクチン接種を行うこ

とといたしました。このワクチン接種を円滑に行っていくためには、様々なことが全部そ

ろわなければいけません。接種会場の確保、接種体制の確保、また、このワクチンはファ

イザー、マイナス７５度であったり、また、モデルナはマイナス２５度であったり、高度

なワクチンの管理体制が求められるとともに、それをきめ細かく配送しなければいけませ

ん。ワクチンの管理と搬送システムをしっかり確立するということ、そして、ワクチンの
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予約システムを確立するということ。そして、何よりもワクチンを確保するということも

あります。こういったことの全てがそろわなければワクチンの接種はできないわけであり

ますが、現在、小金井市では、このワクチンの確保と、医師会の先生方の御努力によりま

して、今、ワクチンの接種体制の構築に向けて全力で取り組んでいるところであります。

市民生活をしっかりと支え、早期の安定化につなげるためにも、ワクチン接種の加速化が

極めて重要であり、これこそが私は最大の経済対策でもあり、住民福祉の向上にも直結す

るものと認識しているところであります。ワクチン接種を希望するより多くの方に、より

早く、安全かつ迅速にこの接種を進めていくために、これからも引き続き努力をしてまい

ります。なお、ワクチン接種に関する円滑な対応を図るために、６月１４日からは、これ

までのコールセンターの回線は１６回線だったんですが、現在、６月１５日から２７回線

に増強してございます。また、７月１日からは、自動電話応答システムを導入しました。

また、直接来庁される方もいらっしゃいますので、そういった問合せの窓口を新たに開設

するとともに、聴覚に障害のある方などに対しましては、ファクシミリでの予約の受付な

どを開始したところでございます。また、皆様方の中にはワクチンの副反応などを不安に

感じる方もいらっしゃることと思います。小金井市では、小金井市医師会の皆様方からワ

クチンの副反応などについて分かりやすく解説されたメッセージ、新型コロナワクチンに

ついて、その１からその８までを作成していただいております。資料としてお配りしてご

ざいますので、ぜひ御参照していただきたいと思います。長引いたコロナ禍によりまして

制約を受ける生活が長期化いたしまして、地域経済にも様々な影響が及び、先行きが見え

ない不安を抱えていらっしゃることと思います。小金井市では、長期化する新型コロナウ

イルス感染症の影響から市民生活を守ることを最優先とする方針の下に、命、暮らし、地

域、市民サービスの基盤を守る取組を進めるために、新型コロナウイルス感染症小金井市

緊急対応方針というものを策定したものです。現在、第６弾までを策定したところです。

本日は、この第６弾の資料をお配りしてございます。こちらは予算措置も伴うものでござ

いまして、市議会の皆様方に各定例会で様々な補正予算案を上程し、御議決もいただきま

した。そして市議会の方からも、様々な御要請や御要望もいただき、また、市民の皆様方

のお声もいただきながら、緊急対応方針の策定にも全力で取り組んできたところでござい

ます。現在、進めている施策の一部といたしましては、市内介護事業所や障害福祉事業所

等のＰＣＲ検査等への補助、低所得の子育て世帯、住民税均等割非課税世帯等への新たな

生活支援特別給付金支給、ＩＣＴ技術を活用した消費者講座等の実施、既に２,０００名の
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方にお配りしましたが、市長への手紙にコロナに対する直接のアンケート、質問を設けま

した市民アンケートの実施、地域を支える市内事業者などの皆さん方への事業者特別支援

金の支給、これ大きな意味で第３弾を実施してございます。また、秋口には小金井地域振

興券を発行いたします。年齢にかかわらず、全ての市民の方々にお一人様２,５００円の地

域振興券を発行し、総額３億５,０００万円の事業となります。地域経済の活性化や、消費

の喚起を目指しまして、商工会や商店会の皆様方としっかり連携をいたしまして準備を進

めているところでございます。また、市役所におきましては、小金井市でも、６月からテ

レワークの試行実施も行ったところでございます。 

 続きまして、小金井市の人口のほうに少し話を変えてみたいと思います。小金井市の人

口は、令和３年４月１日時点で１２万４,０７８名となったところでございます。前年の同

じ４月１日時点と比較いたしますと、１,５３６人増、１.２５％の増となりました。東京

都が発表している令和２年度の都の統計では、小金井市の人口の増減率の増加率が、初め

て都内全体として、多摩地域で１位となりました。増加人数では、都内全体で２位となっ

たところです。そして、多摩地域では１位となりました。これは、ファミリー世帯の転入

の超過と、駅周辺まちづくりの進展や、感染症発生による都民の皆様方の意識の変化など

が背景にあるものと思います。今後も、人口動向にはしっかり注視いたしまして、引き続

き市民の皆様方から選ばれるまち、住み続けたいと願われる小金井市を目指した市政運営

に努めてまいります。 

 市長就任から６年目を迎えたところでございます。この間、市民の皆様や市議会の皆様

方と様々な議論を積み重ねてまいりました。最重要課題の１つと位置づけてまいりました、

新庁舎及び（仮称）新福祉会館の複合施設建設につきましては、現在、設計の最終盤とな

ります実施設計を進めているところでございます。 

 また、小金井市の長年の課題でございました可燃ごみの処理につきましては、日野市、

国分寺市とともに、可燃ごみの共同処理を行うことを目的として設立いたしました浅川清

流環境組合にて、昨年、令和２年４月１日から日野市内での可燃ごみの処理施設の本格稼

働を開始したところでございます。平成１９年４月以降、１３年の長きにわたりまして御

支援をいただきました、多摩地域のごみ処理広域支援が終了いたしました。この場をお借

りいたしまして、各団体の施設周辺にお住まいの皆様、並びに関係者の皆様に厚く御礼を

申し上げます。市民の皆様方におかれましては、可燃ごみ処理施設周辺にお住まいの皆様

をはじめとした日野市民の皆様、及び関係者の皆様の御負担を少しでも軽減するためにも、
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さらなるごみの減量と資源化の推進に向けてより一層の分別の徹底に取り組んでいただき

ますよう、引き続きの御理解と御協力をお願いいたします。可燃ごみ処理施設の本格稼働

によりまして、一定のめどがつきましたことから、平成１８年１０月１日付で発しました

ごみ非常事態宣言は、令和２年度末で終了させていただきました。今年度からは、循環型

都市「ごみゼロタウン小金井」～ごみを出さないライフスタイルへ～という新しいスロー

ガンを掲げさせていただきまして、横断幕も全て入れ替えさせていただいたところでござ

います。持続可能な循環型社会の形成に向けて、発生抑制を最優先とした３Ｒの推進に引

き続き取り組んでまいります。 

また、皆様御承知のとおり、駅周辺のまちづくりも、今、大分進展してまいりました。

武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発事業は昨年５月に竣工し、完成いたしました。新

しいまちが誕生いたしました。東小金井駅北口の土地区画整理事業につきましても、着実

に事業を進めているところでございまして、東小金井駅北口の駅前ロータリーにつきまし

ても、バスを待つための上屋根、バスシェルターを設置するとともに、最近では奉仕団体

の方からとても立派な時計塔を御寄贈いただき、設置しました。また、ロータリーの中に

は、小金井公園に、非常に珍しいコガネイウスベニザクラという品種の桜の苗木を５本植

えるとともに、武蔵野の植生を意識した、重要視したツツジなど、野草を植栽し、完了し

たところであります。今後は、武蔵小金井駅の北口の新たなまちづくりに取り組ませてい

ただきます。本年３月に、武蔵小金井駅北口駅前東地区市街地再開発準備組合が結成され

ました。再開発事業などによるまちづくりの検討が進められておりまして、小金井市とし

て引き続き適切な支援を図ってまいります。 

 これから小金井市の課題は様々ございますが、庁舎、福祉会館のみならず、様々な公共

施設の老朽化に対する課題というものがございます。とりわけ、私は市長就任以来、庁舎、

福祉会館、清掃関連施設の再整備、この３つの課題を重視してまいりました。中間処理場

及び空き缶や古紙などの処理場の老朽化などを考慮いたしまして、清掃関連施設――いわ

ゆる焼却施設ではない、不燃系の施設、こういった施設につきまして、貫井北町の中間処

理場と二枚橋焼却場の跡地、この２つの土地を活用した新しい不燃系の清掃関連施設の再

整備を今進めております。先行いたしまして、二枚橋焼却場の跡地には、不燃・粗大ごみ

の積替え、保管施設を整備いたします。市議会の皆様方から関連する予算も御議決をいた

だきまして、今この施設の建設工事をいよいよスタートするところでございます。令和４

年の早期に稼働ができるように事業を進めております。そして、中間処理場には、今、庁
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舎建設予定地にある暫定の空き缶やペットボトルの施設などを整備する予定でございまし

て、こちらは令和３年度、今年度中に施設整備に向けた設計を開始してまいります。 

 また、市長就任以来、特に力を入れてきたことの１つに、保育園の待機児童対策がござ

います。令和２年度中には、６園の新規開園などによりまして、４３３人の定員増を進め

ました。その結果、令和３年４月の待機児童数については、前年同月の９７人から５６人

減の４１人、令和３年４月１日時点の小金井市の待機児童数は４１人となりました。減少

はしたものの、まだゼロには達しておりません。現在もなお保育園に入所できない方がい

らっしゃることに関しましては、深くお詫びを申し上げます。今後も引き続き、待機児童

対策に取り組んでまいります。保育定員数につきましては、私が市長に就任した平成２７

年が２,００７名でした。令和３年４月１日は３,６８８名となりました。およそ２,００７

人から３,６８８人へと定員数が増えました。そして、認可保育園の数も、平成２７年、１

６園でございましたが、今年は３９園となりました。令和４年４月、来年の４月１日に向

けましても、さらに複数の新設園の開設に向けた準備を今進めているところでございます。

現在、このようにいたしまして、小金井市といたしましては、新型コロナウイルスへの適

切な対応を図りつつ、様々な重要課題や子育ち、子育て教育環境の向上、住民福祉の増進

をはじめとする重要な課題について、引き続き長期的な視点を持って一生懸命取り組んで

まいりたいと考えております。 

 また、令和３年度というこの１年間は、小金井市政にとりまして大変大きな節目の１年

間になると考えております。それは１０年に一度策定をする小金井市の最上位計画であり

ます。第５次小金井市基本構想を今策定しておりまして、審議会では案を策定していただ

きまして、これからいよいよ小金井市議会の皆様方に御審議をいただくことになります。

早期にこの計画が運用できるように全力を尽くして取り組んでまいります。また、この最

上位計画を今、令和１２年度までの新しい小金井市の計画を策定しておりますので、関連

してたくさんの個別計画の改定も進めているところですし、既に稼働した計画もあります。

小金井市政は、今、その大変大きな節目にあるというところを、ぜひ御理解いただきたい

と思いますし、さらなるお声をお寄せいただければと思います。 

 時間の関係で重要なところに絞った形の報告となりました。 

 続きまして、小金井市予算の概要というものを、次に御覧いただきたいと思います。ち

ょっと駆け足になりますが、この１５ページ、見開きを開いていただくと、すぐ１５ペー

ジになりますけれども、こちらを御参照いただければと思います。この中では、令和３年
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度に取り組む小金井市の主な事業や、新たに取り組む新規の事業などについて御紹介をさ

せていただいた抜粋版となってございます。その中で、特に新たに取り組む事業や、市民

の皆様方からの御関心や御要望の強かった事項について、少し駆け足で御説明いたします。

１５ページの上から２つ目です。省エネチャレンジに要する経費ということでございまし

て、温室効果ガス排出抑制、気候危機に対応するための新しい事業に取り組ませていただ

いております。また、環境教育のモデル校としまして、第四小学校では森林保全の講演会、

樹名板作製、設置などを実施し、身近な緑の大切さを学習していく方針となっております。 

 少しページをめくっていただきまして、１８ページの一番上、令和２年度から開始され

ました、現在も風水害の危機が非常に懸念される季節になりました。静岡県の熱海市でも、

大規模な土砂災害が発生いたしまして、多くの人命が失われ、今もなお懸命の捜索が続け

られております。我が国は言うまでもなく、地震、台風を含めた災害列島であります。大

阪で起きた大阪北部地震のときにはブロック塀が倒壊し、小学校６年生の女子児童が亡く

なるという大変不幸なことがありました。小金井市のブロック塀等の撤去に対する助成制

度というものを初めて導入いたしまして、今年度も継続して取り組んでおりますので、御

参照ください。また、１９ページの、今日は西之台会館で開催しております、大変市民要

望が強い市民農園について、この間新しい市民農園を開設できるよう、全力で努力をして

きているところであります。今年はぬくいみなみ第２市民農園を新たに開設しまして、来

年の４月から開園する準備を進めております。２０ページ、御覧ください。現在、小金井

市では学校のトイレ、こちらに和式のトイレがまだ残っております。小金井市では、マス

コミ、メディアの方々が調査を発表されたんですけれども、都内でも洋式化率がワースト

１、一番進んでいないという御指摘をいただきました。市議会の皆様方からも様々なお声

を、保護者の方々からも様々なお声を、児童・生徒たちなんかからも聞いております。こ

れまでの計画を前倒ししまして、今年度はかなりの予算を投入いたしまして、学校のトイ

レの洋式化に取り組んでまいりたいと考えております。それから、その次、学校施設の整

備に要する経費ということでございますが、この間、小金井市では公立小・中学校のエア

コンの導入を進めてまいりました。校舎の中の普通教室や特別教室へのエアコンの設置は

進みましたが、避難所ともなる体育館へのエアコンの設置が大きな課題でした。昨年度は、

公立小学校９校、全てにエアコンを導入しました。今年度は、公立中学校全て、５校にエ

アコンの導入を行います。また、その次にはＧＩＧＡスクールという、ほとんど聞き慣れ

ない言葉かもしれません。これは、いわゆる小金井の公立小・中学校全体でＩＣＴ技術を
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活用した学校の授業の改善をしていこう、オンラインを使った授業ができるようにしよう

と。ＩＣＴの技術を最大限に活用して、教育環境を向上していこうという取組です。小金

井市では、公立小・中学生、小学校１年生から中学校３年生まで、全児童・生徒１人に１

台、既にパソコンを投入いたしました。Chromebookという機種を導入いたしまして、配備

をいたしまして、既にこのＰＣを活用した授業が進められております。仮になりますが、

臨時休校などになってしまった場合には、皆様、これを御家庭に持ち帰っていただいて、

Ｗｉ－Ｆｉ等に接続していただいて、オンラインで授業ができるようになりました。こち

らも、引き続き推進してまいります。２１ページ、下から２つ目、東京２０２０オリンピ

ック・パラリンピックに要する経費です。こちらは非常に様々な御意見を本市にお寄せい

ただいているところです。現状、開催するということで今準備は進められております。し

かし、聖火リレー、７月１４日を予定しておりましたが、こちらは中止となりました。そ

して、オリパラ競技開催中に準備を進めていた、公立小・中学校児童・生徒の競技の観戦、

学校連携観戦といいますが、こちらも小金井市教育委員会の判断で、学校の皆様方とも協

議していただいて、中止ということで判断をさせていただきました。現在、小金井市では

ロードレースが開催される予定となっておりまして、７月２３日が開会式、２４日土曜日

が男子ロードレース、東八道路と小金井街道の一部を通ります。翌日が女子となっており

ます。また、小金井市からも３名の市民の方がオリンピックの日本代表に内定、お一人の

方がパラリンピックに内定しました。マラソン女子日本代表、鈴木亜由子選手、陸上女子

５,０００メートル、１万メートル日本代表、廣中璃梨佳選手、フェンシング・サーブル男

子日本代表に吉田健人選手、パラリンピック車椅子バスケットボール女子日本代表には、

小田島理恵選手、４名の選手が決定しています。皆様方におかれましては、テレビやイン

ターネットの映像を通じて、ぜひゆかりの選手を応援していただければと思っているとこ

ろでございます。また、２２ページの一番上にある、福祉の総合相談窓口というのがあり

ます。これは、いろいろ、複合的な悩みを抱えている方々が様々な相談ができる、新しい

窓口を、小金井市では社会福祉協議会の方々と協力をして、初めてつくりました。今年度

は、地域住民の相談を包括的に受け止める場の整備のために、包括化支援員という方を増

設いたしまして、配置したところでございます。また、２３ページの一番上のところには、

義務教育就学児医療費助成事業に要する経費というところがございます。これまで小金井

市では、乳幼児、未就学児の方々の医療費の実質無料という状況でした。その後、数年前

に市議会にて議員提案が可決をされまして、小学校１年生から３年生までの方々で所得制
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限廃止となりました。今年の１０月からは４年生から６年生までの方々の所得制限を廃止

し、負担軽減に取り組ませていただきます。そして、中学校３年生までの方々、中１から

中３の方々につきましても、段階的にこの同じ制度が導入できるように検討を進めてまい

りたいと考えているところです。 

 以上、駆け足となりましたけれども、私からの市政報告は以上となります。この後は、

まずは新型コロナウイルス感染症対策について、皆様方から様々なお声をお寄せいただけ

ればと思いますので、どうかよろしくお願い申し上げます。貴重な、貴重なお時間を賜り

まして、誠にありがとうございました。 

 

３ 懇 談 

 

〇司会者 

 それでは、意見交換のほうに入らさせていただきたいと思います。テーマは新型コロナ

ウイルス感染症についてとなります。なるべく多くの方に御発言いただきたいなと思って

おりますので、どんなことでも構いませんので、御質問いただければと思っております。

それでは、御意見のある方は挙手をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

〇西岡市長 

 コロナに関しましては、本当にどのようなことでも結構です。ワクチン接種に関する御

意見、御要望、あるいは、小金井市が取り組んでいる様々な感染症対策や、あるいは支援

策もあります。あるいは、こんなことにも取り組んでいただきたいということも多々あろ

うかと思います。１年半という長きにわたりまして様々な制約を受け続けておりました。

今、大変緊張状態が続いている状況です。私たちといたしましても、一刻も早くこのコロ

ナ禍を乗り越えていきたいと考えておりますが、引き続き、この感染症対策と市民生活、

事業者の皆様方への支援策、そしてワクチン接種というものを同時に進めてまいりたいと

考えているところです。どうぞ、どのようなことでも結構ですので、お声をいただければ

大変うれしいです。 

 

〇市民Ａ 

小金井の本町〇丁目に住んでいる〇〇と申します。今日は、他にもお聞きしたいことが
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あるんですけれども、まずコロナ関係で、本当に今日は９２０人という、かなり大幅な、

本当は収束に向かって感染者が減ってくるかという期待をしていましたけれども、残念な

がらオリンピックは絶対やるというような状況で、毎日、毎日、いろいろとオリンピック

とコロナの問題で、国民は本当に苦労していると。オリンピックも間もなく開催ですから、

観客をなしにするとか、あるとか、５,０００人、１万人とか、いろいろなことでまだまだ

決定、本当は事前に決めないといけないことなんですけれども、もたもたしているという

のが状況だと思います。小金井市の市長さんから、いろいろなコロナ関係とか、オリンピ

ックの問題で、小金井市としての対応の仕方の説明がありました。当然、聖火リレーもそ

うですし、小・中学生、教員の参加がとんでもないと、私は思って、賢明だと思っており

ます。それで、コロナの問題で、昨年の東京都知事選と４日に行われた都議会議員の選挙

のときも、本当に保健所の問題が、昔は小金井も、三鷹も、武蔵野も、調布もというよう

に、今府中に一つにまとめられたということで。コロナ感染症が発生したときには、保健

所の対応が間に合わないということで、都知事選にしても、区議会議員の選挙にしても、

多摩地区、三多摩格差の問題を大きくうたわれまして、５年、１０年には、なかなか保健

所もできませんけれども、ぜひ保健所を増やしてほしいと。今回のコロナの感染に関して

は、小金井の医師会とか、そういうところの御協力があって、私も７月４日に２回目のコ

ロナのワクチン接種が終わりました。とにかく保健所もそうですし、そういうところをも

っと充実させるというのが、この場に及んで、数は少ないほうがいいとか、この世の中、

少ないほうがいいとか、そういうことで、大分民間であるとか、独法というか、独立行政

法人にするとか、そういうのが非常に多いので、本当に残念なので、小金井の市議会とと

もにやっていただきたいと思います。 

 それと、全然、話は違うんですけど、これだけの少人数で、私はちょっともったいない

なと。だから、宮地楽器ホールとか、あの辺を利用して、コロナの感染を予防した対応で、

もっと市民の方々に、今日はいろいろな資料をいただいていますけれども、こういうよう

なことが、市民にとってもっともっと、今日の話のようなことは知りたいというような人

はたくさんいると思うんです。たまたま市報を見て、今日、市民と市長の対話集会という

ことで、その中で関心を持ったのは、手話通訳付きというのがありましたし、保育もあり

ましたので、それで来たんです。ただ、この場所を探すのが、不正確で大変なんです。今

日も市役所に電話をしたんですけれども、武蔵小金井駅の南口からどこ行きのバスで、ど

この停留所で降りたら近いんですかって、ちょっと返事をいただけなかったので、バスの
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運転士さんに聞いて。それから、歩いて、本当に時間もぎりぎりで、やっと間に合いまし

たけど、もう少しいろいろな問合せにも即お答えされるような。ここは、市の施設ですか。 

 

〇司会者 

 はい、そうです。 

 

〇市民Ａ 

 そうしたら、市の職員の方々は、問合せがあったら、すぐに武蔵小金井駅の南口から、

どこどこ行きのバスに乗って、停留所はと。何回か、ここに来るまでにこの地図を見せた

んですけれども、いろいろな人に聞いても、どこが。東小金井の２か所の期日前投票のあ

れを参考にして来たんですけれども。武蔵小金井駅とか、東小金井駅というのがあるから

見当がつくんですが、これは全然ないですね。ですから、この辺も、今日初めて来たんで

すけれども。本当に先ほども話したように、ちょっともったいなかったかなと。もっと多

くの市民の方々に関心を持って来ていただければよかったなということを感じました。 

 

〇西岡市長 

 貴重な御意見、御質問をいただきまして、誠にありがとうございます。まず、新型コロ

ナウイルス感染拡大への見解や、様々な思いをお聞かせいただきました。なかなか抑制に

つながっていかないんです。これだけ長い間、感染症対策に取り組み、また、高齢者から

ではありますけれども、ワクチン接種も進んでいるところでありますが、感染力の強い変

異株が、次々とまた形を変えて出現してくるという状況です。本当に見えざる脅威だと思

います。しかし、何としても乗り越えていかなければいけないというのも事実であります。

 まず、保健所の件で、もっと都内に増設すべきだということでございます。御承知のよ

うに、多摩地域で保健所を持っているのは町田市と八王子市のみで、残りの２４市は独自

の保健所を持っておりませんので、東京都の保健所と連携をしています。小金井市は多摩

府中保健所というところで、６市圏域になっています。この多摩府中保健所を構成してい

る６市の人口を全部合計すると、約１０５万です。１０５万人という規模は都内でも最大

クラスになります。保健所の職員の方々も、とてもこの１年半、本当に御苦労をされてい

ることと思います。保健所の圏域の在り方については、これは恐らく間違いなく議論にな

ると思います。私も、東京都市長会を通じて、今後、今すぐコロナの感染拡大の状況の中
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で再編をするというのは非常に難しいと思うんですけれども、コロナが落ち着きましたら、

今からでもいいんですけれども、早速に保健所の在り方、特に対象とする圏域や規模、ま

た、感染症のパンデミックが発生したときの対応と、平時の対応。常にパンデミックの状

況を保持するというのは確かに難しいかもしれませんが、いざパンデミックが発生したと

きの増強体制ですとか、こちらの東京都におきましては、コロナを踏まえた今後の感染症

対策や保健所の在り方については、ぜひ議論をしてほしいと思います。私も昨年、１０月

だったでしょうか、小池東京都知事と、私、小金井市長と、直接、インターネットで公開

された中で、限られた時間になりますが、意見交換会がありまして、小金井市長として、

時間が限られているので、絞った形で小池都知事に直接要望しました。そのうちの１つが、

保健所の機能の在り方をぜひ議論していただきたいということであります。なので、新た

な都議会でも、この保健所圏域の在り方、保健所機能の在り方、保健所体制の在り方につ

いては、当然議論していただけるものと思っておりますし、東京都市長会からも、ぜひ積

極的に意見交換をさせていただいて、よりよい保健所の圏域の在り方を構築していく必要

があると、私も思います。ただ、小金井市は直接、保健所を持ち得ない、持っていない基

礎的自治体でありますので、これまでもこのいわゆるパンデミックに対しましては、他の

保健所や、また専門的な知識をお持ちの小金井市医師会の皆様方と連携をしながら進めて

まいりました。当面は、この連携をしっかり大切にしてまいりたいと思っております。も

ちろん、これからもです。 

 それから、オリンピック・パラリンピックについての御意見も賜りました。御意見とし

て承りますが、私といたしましては、市民の皆様方には、また集まってくださいと呼びか

けるような場面、今のところ想定はしておりません、まずはオリンピックについては。な

ので、テレビやインターネットの映像を通じて、ぜひ小金井ゆかりの選手やアスリートの

活躍を御覧いただき、エールを送っていただきたいと申し上げたいと思います。 

 それから、市民と市長の座談会ですね。もう少し多くの方に参加していただくとともに、

もっと便利な場所であったり、また場所を告知する際にはもっと丁寧にということを、御

意見として拝聴させていただきます。私といたしましては、コロナ禍の中での開催なので、

なかなか大人数では開催しづらいという意見もありますが、今回も人数を絞った形で開催

しています。また、場所についても、なるべく皆様方の近くにこちらから行くという姿勢

を大事にしているので、ここは西之台会館、マロンホールであったり、婦人会館であった

り、上水会館であったり、大分きめ細かに、年４回なんですが、回っています。ただ、御
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指摘いただきましたように、ときには宮地楽器ホールの小ホールであったり、萌え木ホー

ルを活用して、より便利な、集まりやすいところで開催するということも、今後も十分に

検討してまいりたいと思っております。ちなみに、ここは西之台会館と申しまして、坂下

地域の中にある公共施設で、そこの集会施設がございます。今年の３月の市議会議員選挙

からは、初めて坂下地域にも、選挙のときに期日前投票所を開設させていただきました。

期日前投票所は、告示日の翌日からも第二庁舎の６階、これは毎日やっています。そして、

その後、東部地域の方々の利便性をということで、マロンホール、２日、開始しました。

あれは４年ほど前です。今般、初めて市議会議員選挙、都議会議員選挙、西之台会館、坂

下地域の方々の利便性を高めるとともに、投票率の向上に向けた一環でもあると思ってお

りますが、開設をさせていただいたところでございます。 

 私からの回答は以上ですが、何か再質問とか、もし御要望があれば、何でも。 

 

〇司会者 

 ありがとうございます。引き続き、御質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

 

〇西岡市長 

 まずコロナ対策でお願いします、ここの場を。コロナ対策で、その後、ほかのテーマで。 

 

〇市民Ｂ 

 いろいろあるんですけれども、コロナという意味では、こういう場で少人数でやらざる

を得ないし、こういう場も必要なんですけれども、テレワークというのを推進にしていて、

Ｚｏｏｍでの配信によるというのも一般的になってきているので、ここはぜひ、ほかでは

普通のように使っているので、せめてＺｏｏｍでの配信をして、そこで質問何かを受け付

けたい。Ｚｏｏｍと会場で同時に行うということは、ほかでは一般的にやられているので、

これはぜひ小金井でやっていただきたい。 

 

〇西岡市長 

 伺っておきます。 

 

〇市民Ｂ 
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 それも、ここの場だけじゃなくて、公民館とかで講座を行いますね。貫井北なんかはＺ

ｏｏｍなんかでやっていますよという話になって、じゃ、公民館はという話になると、セ

キュリティーの関係でできないとか何とか、わけのわからないことを言うわけです。Ｚｏ

ｏｍはやっているでしょうという話なんだけれども、公民館はできないと言うわけ。だか

ら、１年半ぐらいたっているから、そこら辺は早急に対応したほうがいいんじゃないかな

と思いますね。もうちょっと。 

ＧＩＧＡスクールということで、小学校でオンラインをという話を、先ほど話し合って

いたんですけれども、まだオンラインは小学校はそこまで手が回っていないのかなという

気がするんです。なので、そこら辺を本当にオンラインというのを見据えてやるならば、

やっぱりそれなりに、それなりの人員を入れて、そういう設備に関してサポート体制をつ

くらないと、実際、無理でしょうと思うんです。今、実際、パソコン、小学校なんかに入

っていますけれども、まだ十分に使い切れていない面があるかなというのが印象であるの

で、教員の先生の負担がすごい増えるので、そこら辺はサポートするなり、先生にだけ押

しつけるのはどうかなという気がしているので、そこら辺の対応をお願いしたい。 

ちょっともう一つだけ。コロナで今、すごいそういう方面に行っているんですけど、実

際、地震というのも、コロナには関係なくして、いつ起きるかどうか分からない状態です

ね。防災対策の経費が計上されているんですが、私が一番心配しているのは、水道が止ま

ったときのトイレってどうするんですか。そこら辺の案内がよく分からないので、食べ物

は何とかなるでしょう、水も何とかなるかもしれないねと。トイレ、こればっかりは１か

所造っても、みんな集まっちゃうんです。健康上の問題もあるから、そうすると我慢する

人が出ちゃってよくないなという話もあるので、ちょっと考えてほしいし、市民の人にこ

ういうふうなところに設置して、処理できますよというような案内をしてほしいと。 

 

〇西岡市長 

 貴重な御意見、御質問をいただきまして、ありがとうございます。小金井市も、もっと

もっとオンラインも活用した、Ｚｏｏｍを活用した会議を、また公民館でもオンラインを

活用した公民館講座の開催など、積極的に活用すべきだと。遅れているではないかという

御指摘でございます。御意見はしっかり受け止めさせていただきます。 

 市長のタウンミーティングなので、オンラインを活用している自治体もあることも承知

しております。私も今後、オンラインを活用した意見交換などもぜひ考えてみたいと思っ
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ています。既に小金井市では審議会を、重要な審議会がめじろ押しでしたので、期限も迫

る中、緊急事態宣言がかなり長期間にわたっていましたので、このままでは計画がどんど

ん遅れてしまう。開催できるなら開催しようということで、オンラインと、市役所に来て

いただく方とのハイブリッドでやったり、今、いろいろなことが試行錯誤にやってまいり

ました。今、経験も、だんだん今、小金井市役所も積み上げてまいりましたし、インター

ネット環境も整えてきました。今現在、小金井市で行っている庁議も、遅ればせながらや

っとペーパーレス化になりまして、私も、部長さんたちも、今ノートブックパソコンを持

ち込んで、紙の資料は配付せずに、ペーパーレスでやっと会議をするようになりました。

なので、オンラインの活用は、これはあらゆる分野で、ここだけということではないと思

うんですが、ＩＣＴの活用は、正直、小金井市は少し遅れていると思います。私もそうい

う認識は持っていますので、頑張りたいと思います。ただ、コロナ禍でいろいろなことが

発生しました。しかし、今までなかなか進まなかったことが、コロナ禍によって進んだこ

ともあります。それがまさにオンラインです。コロナがもし発生していなければ、ここま

では進んでいなかったと思います。最もその背中を押したのがＧＩＧＡスクールだと思い

ます。今、小金井市では児童・生徒１人に１台Chromebookを整備しました。そして、各小・

中学校はカテゴリーシックスという大容量、超高速のＷｉ－Ｆｉのインターネット回線が

入っています。全児童・生徒が学校の中で動画を見ても固まらないぐらいのレベル感だと

聞いております。そういった意味でも、このＧＩＧＡスクール構想をしっかり進めてまい

りたいと思います。小金井市では、先般ＮＴＴコミュニケーションズと、東京学芸大学と、

小金井市とで初めて連携協定を締結させていただきました。まさに学校の教員の先生たち

が、ノートブックパソコンを活用した授業のスキルを高めたり、様々なソフトを活用した

り、授業の進め方を改善したりということで、小金井市教育委員会だけではなくて、民間

企業が持っているノウハウ、大学が持っているノウハウ、お互いに協力し合って小金井市

の公立小・中学校を舞台に、その研究がスタートするとともに実践をしていこうというこ

とになりました。今日は、大熊教育長がいないので詳細をお伝えできませんけれども、ど

のような状況で今進めているのか、御関心がありましたら、遠慮なく小金井市教育委員会

のほうにぜひお問い合わせいただきたいと思います。実は、小金井市の公立小・中学校で

は、もう既にノートブックパソコンを自宅に持ち帰って、オンラインで課題をしていると

いう実例も発生してまいりました。また、自宅にＷｉ－Ｆｉの機能がない方につきまして

は、そのＷｉ－Ｆｉのルーターなどをお貸しできるような仕組みも整えていただいており
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ます。ただ、これは本当に、まだまだ始まったばかりという状況でございます。ただ、こ

れは、これからまだまだ発展していく可能性も秘めている分野でございますので、その研

究をどんどん高めていただいて、よりよく授業を改善していくツールにしていただきたい

と思います。大熊教育長いわく、このノートブックパソコンを活用することによって、何

かを調べたり準備をする時間が大幅に減ると。その分、問題を解決したり、みんなで議論

し合ったり、アクティブラーニングにつながるような時間をかなりかけることができ、こ

れを最大限活用して、子どもたちの考える力を高めていくために大いに活用したいとおっ

しゃっていました。もちろん、学校では昔ながらの観察記録をつけたり、土に触れたり、

野菜を作ったり、大事にしなければいけないものもあります。一方で、このような便利な

ものをしっかり活用させていただいて、教育の向上に努めてまいりたいと考えているとこ

ろです。まずは、このＮＴＴと学芸大学との連携を１つの大きな節目、きっかけとして進

めてまいりたいと思います。 

 さて、防災時のトイレ問題です。これは本当に極めて重要な課題です。小金井市が今進

めていること、種々あるんですけれども、１つは、避難所となる公立小・中学校に、毎年、

毎年、マンホールトイレというのを設置しております。これは、もちろん誰でも利用でき

るものです。マンホールトイレは、仮設のトイレ、各学校に１０基ずつ造っています。こ

れはプールの水などを流すことによって、トイレが直接下水道につながっていますので、

直接排水していくというシステムがあります。今、公立小・中学校全校に設置するために

準備をさせていただいています。この辺ですと、南中学校にもつけましたね。計画的につ

けているところで、これまでは年に１校だったんですが、ここから先は年にもう少し増や

して、なるべくあと数年で各公立小・中学校、１４校にマンホールトイレを設置していき

たいと思っています。それ以外の、いわゆる私たちのふだん生活している自宅で、本当に

トイレが止まった、水が流せないとなったときには、皆さん、路頭に迷うと思います。そ

のときにどうするか。確かに昨今、いわゆる土地を使った暫定的なトイレの造り方なんて

いうのが防災ブックに出ています。たしか東京都の防災ブックに載っています。でも、本

当にそれぐらいのことをしないと、さばけないですよね、正直我慢するわけにいかないの

で。自宅のお風呂にためるわけにももちろんいきませんし、そういった意味では、まだま

だこの辺の分野、遅れているところです。トイレトレーラーなんていうのがありまして、

困ったときには、そのトイレトレーラーが来て、限られた人数しかさばけないかもしれま

せんが、緊急用のトイレトレーラーを活用したらいいではないかという御提案を、市議会
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の方々からいただいたところもございます。でも、御指摘のように、防災のときに、本当

にトイレが流せないとなったときには、生活の中で欠かすことができないものですので、

そのトイレ問題、しっかり取り組まなければいけない課題だと認識しています。まずは、

マンホールトイレをしっかり準備してまいりたいと思っております。再質問がありました

ら、どうぞ、何でも。以上、３点はいいですか。 

 

〇市民Ｂ 

 はい。もう一つ。小金は、人口が増えて、すごい人気なまちになっていると思うんです。

ますます小金井って、こういうまちだなと、子育て環境日本一というフレーズはあります

けれども、何か小金井といったら、例えばですよ、何か変ですけど、ラーメンのまちとか、

何かあれば、ああ、小金井というのはそういうまちなんだとかね。自然のまちというと、

ちょっとインパクトがないなと思うんですけど、そういう構想ってないんですか。 

 

〇西岡市長 

 小金井のシティープロモーションですね。小金井といえば、打てば響くようなまちのシ

ティードレッシング、シティープロモーション、何か打ち出すべきではないかと、大変い

い御提案をいただきました。市民の皆様方からは、やはり住環境がいい、東京の都心にあ

る割には、水と緑の環境がいい、自然環境がいい、公園が多い、大学や高校が多い、平均

年齢も若い。小金井市の平均年齢は今４４.１歳なんです。多摩地域では２番目に若い。一

番若いのは稲城市なんですけれども。やっぱり大学の学生さんが多いことや、ファミリー

世帯が多い。今、昨今、ファミリー世帯の皆さん方は、転入超過で、こういう御時世とい

いますか、先ほど発表しましたが、本当に数字で表しているんですが、都内全体で、東京

で初めて人口の増加率が一番になったんです。市長としては、大変ありがたいことだと思

います。これは、もちろん武蔵小金井駅南口の再開発だったり、駅周辺のまちづくり、い

ろいろな要因があると思います。また、コロナによって職住隣接でなくても大丈夫だと。

最近はテレワークも進んでいます。週に１回、２週間に１回、会社に行くだけでいいとい

うことで、住環境の価値観も変わってきている。もっと小金井よりも西のほうに行かれる

方も当然いらっしゃると思います。いろいろな変化がございます。そんな中で、おっしゃ

るように小金井市のまちに、これはと言われるような、小金井と言えば、打てば響くイメ

ージをぜひつくっていただきたいということは、大変貴重な御提案だと思います。そうで
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すね、確かにラーメン街道が有名だったり、アニメの産業が有名だったり、日本の標準時

刻がつくられる、時を生むまちであったり、公園が多いまちであったり、大変いろいろな

魅力があります。何か御提案ありますか、こんなのどうですかと。 

 

〇市民Ｂ 

 ぜひ何かね。また、時のまちというのは、時のまちなんですね。 

 

〇西岡市長 

 ロマン、ありますよね。 

 

〇市民Ｂ 

 日本に１か所ですから。 

 

〇西岡市長 

 そうですね、１か所ですね。 

 

〇市民Ｂ 

 だから、そういうのでもいいのかなという気がします。 

 

〇西岡市長 

 やっぱり１８個の電子時計で日本の標準時刻をつくって、それを配信しているのは小金

井市内のＮＩＣＴ。これは、ほかの自治体には全くないことで、小金井オンリーなんです。

ですから、オンリーのことというのは魅力の１つになると思いますし、ロータリークラブ

の方々が駅に大変すばらしい、うるう秒を表示できる特別な時計も作っていただきました

ので。時が生まれるまちというのは、私も時々市議会の皆様方からも御質問をいただくと

きに、これは私としてはぜひ強調したいんですよということも訴えまして、いろいろなパ

ンフレットにも出していると思います。でも、その辺の打ち出し方がちょっと足りないか

もしれませんね。 

 

〇市民Ｂ 
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 何か、こういうまちですよって言えれば、ほかの人も理解する、ああ、あそこのまちね

と。それが欲しいなと。 

 

〇西岡市長 

 理念的に大事にしたいのは、もちろん住民福祉や、子育て環境や、そういう政策面でも

頑張りたいと思うんですけれども、私はいろいろなことに挑戦できるまちでありたいなと

思うんです、市民の皆様方も、行政も。例えば会社をつくる、起業する、小金井で新しい

家庭を持って、子育ての挑戦に取り組む。子どもたちは自分の目標に向かって、新しい挑

戦をする。そういう人々、市民の方々の様々な目標に向かって頑張る挑戦を応援できるよ

うな、そういうまちであったらいいなと。何かちょっと理念過ぎちゃって、格好よすぎる

ことを言っているかもとれませんが、でも、僕は本心でそう思っているんです。そういう

人々の挑戦を応援できるまちであったらいいんじゃないかなと思っております。ただ、な

かなかこれはイメージとしては響きにくいかもしれません。おっしゃるように、こういう

ものがあったらというのを意識したいと思います。いっぱいあるんだろうと思うんです。

ある種、都市農業が盛んとか。 

 

〇市民Ｂ 

 意外に、これってすごい重要なことなんです。 

 

〇西岡市長 

 重要です。 

 

〇市民Ｂ 

例えば挑戦できるまちとするじゃないですか。そうしたら、やっぱりいろいろな行政な

んかも、それに向かって、じゃ、挑戦しようじゃないかというふうな、職員のモチベーシ

ョンも変わってくるんですね。だから、１つの方向性を示すというのは、リーダーにとっ

てはすごい重要だと思います。この方向だよというのを示して、あとはあまり細かいこと

を言わないんですね。 

 

〇西岡市長 
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 私が認識してきたのは子育て環境ですね。日本一にしたいんだと。時々その指標は、ど

ういう指標であるか、厳しい御意見もいただくことが多々あるんですが、思いとしては、

やはり子育て環境を目指すと、向上を目指すということは、いろいろなことに派生してき

ます。単に子ども目線だけではなくて、例えば子ども目線に立ったまちづくりを考えれば、

当然それは障害をお持ちの方や高齢者の方々にも優しいまちづくりになりますし、子育て

環境を充実するためには、孤独な子育てを、誰も知らないところで、誰の支援も受けるこ

とがなく、孤独な子育てが小金井で行われないようにしたいと思えば、当然、御高齢の方々

にも、これまでの経験を生かしてもらって、子育てひろばでアドバイスしてもらうとか、

いろいろな取組に波及していくので、私としては、おっしゃるように１つ旗印というか、

これをしっかり。これは、諦めてはいけないんです。粘り強く頑張らなければいけない。

これは根気が必要なんですけれども、そういう旗を立てるということは大事で、１つのこ

とに取り組むことが、実はほかのことにも波及していくんだろうと、私も思います。そう

いうことは本当に大切にしてまいりたいと思います。貴重な御意見ありがとうございまし

た。 

 

〇市民Ｃ 

 野川の桜のことなんですけれども、もう五、六年も前、シダレザクラが両岸をずっと流

れるように咲いて、すばらしい景観だったんです。それで、千葉の人が、２年ほど前に、

どの写真を見たか知らないんだけれども、野川の桜がすごいんだってね、私が一度見たい

から、行くわと言うから、とんでもない、今来ても駄目、駄目。みんな、見る影もないか

ら、来ても損だから、来なくていいと言ったんです。それで、また見に行ったら、その周

りのおじいさんが言うには、やたら切らせたから、そこからばい菌が入って、みんな枯れ

てしまったんだと言うのね。でも、あれは都のものだから、野川は都の仕事だから、小金

井市じゃないんだと言われて、あれ、小金井じゃないの、なんて言ったんですけど。やっ

ぱり、あのすばらしいシダレザクラをあのままにしておくのはもったいないから、府中の

人が切ってしまったとか言うんですけど、それをもう一度、小金井市として掛け合って、

新しい木を植えるとか、何かしたらいいなと思いました。 

 あと、いいですか、もう一つ。ごみの問題なんですけれども、非常事態が発生した頃か

ら、長いこと給食の燃やすところを利用して、土曜日は燃やさないからといって、お年寄

りでもないんだけれども、仕事をしていない人たちが集まって、地域のそういう生ごみを
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燃やしてくれているんですよね。だから、それはいろいろな小学校とか中学校のを借りて

燃やしていると思うんだけれども、前原小学校に私はいつも土曜日に持っていくんです。

そして、それは和気あいあいとやってくれているけれども、ごみをあそこで毎週土曜日に

燃やすというのは、本当、ただ勝手にやっているんだろうみたいな感じじゃなくて、ごみ

問題を大事に考えて、それでやってくれているんだから、何か１年に一遍でもいいから、

ねぎらうようなことにしてあげてほしいんですよね。それは、予算が絡むかもしれないけ

れども、１年に一遍ぐらいどうにかなるんじゃないかななんて思うの。私は時々果物を持

っていって、ちょっとこれ、つまんで食べてだとか、チョコレートを持っていって、ちょ

っと帰りがけになめてだとか、そのぐらいはできるけど、そんなことは大したことじゃな

いんだから、何かないかなと思うんで、ちょっと考えてあげてほしいなと思うのね。そり

ゃね、あそこへ来て、おしゃべりしながら和気あいあいとして、それはそれで楽しんでや

っているかもしれないけれども、やっぱり貴重な時間をそこへ行ってやっているんだから、

何かできないかしらねと思って、市長さんにお願いしたいんです。 

 それと、あと小さな公園にユズの木をいっぱい植えてくださってあるでしょう。あのユ

ズが高い木になっちゃって、とげとげで、例えば好きに取っていいよと言ってくれたとし

ても、高枝ばさみか何かを持ってこないと取れないわけですよ。それで、それが真っ黒に

なって落ちるまで、放ったらかされているの、たくさんなっているんだけど。あれ、公園

の管理者の名前は書いてあるんだけど、あの人、何やっているんだろうなと思うの。草も

ぼうぼう生えたままにしてあるし、落ちたユズもそのままにしてあるし、何の責任者なん

だろうと思うんですけれども。ああいう人たちが、公園係とかが摘み取る頃に、ある程度、

全部じゃなくてもいいから摘み取って、段ボール箱に、どうぞお持ちくださいと置いてお

いてくれたら、うれしいなと思うわけ。 

 それと、あと一ついいですか。駅のところの小金井街道のところと、一方通行の道があ

るでしょう。あそこの間にサルスベリを昔植えてくれてあったんですよね。夏、きれいな

花が咲くサルスベリ、あれを今、ところどころの幹が丸裸になっちゃっていて、頭をちょ

ん切って、邪魔なんだか知らないけど、切っちゃったのね。あれ、誰がやったか知らない

んだけれども、あんな要らないんだったら最初から植えなきゃいいのに。やっぱり植える

人と、近所の商店街の人と相談して植えたら無駄にならないのになと思うので、これから

は、そういう予定があるんだったら、こういう木を植えたらどうかねとかって一声かけな

がら植えたら、無駄にならなくていいなと思うんです。 
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 細かいことですけれども、よろしくお願いします。 

 

〇西岡市長 

 貴重な御意見、御要望、４点いただきました。ありがとうございます。野川のシダレザ

クラです。あのシダレザクラは、今から二十数年前ですかね、東京小金井のロータリーク

ラブという奉仕団体の皆様が１００本近く植えてくださった貴重なシダレザクラです。そ

の後、生育し、私も実はあのすぐ近くに住んでいまして、あそこで育ちましたので、本当

に見事な桜になりまして、名所になりました。満開のときにはたくさんの方が撮影に来ら

れ、散歩に来られました。あの桜がとてもきれいなので、これは私事で大変恐縮ですが、

柴犬の小さな豆柴という犬を飼ったんです。我が家に来たのがちょうど４月で、シダレザ

クラが満開だったので、我が家の犬の名前はサクラにしました。それぐらい、私にとって

もなじみのある桜です。しかしながら、大分老朽化しました。管理は東京都の北多摩南部

建設事務所で管理をしていただいております。東京都の管理下にあります。気候もあるか

もしれません、老朽化もあるかもしれません。あるときから、だんだん花の咲きっぷりと

いいましょうか、少し弱くなってきまして、私も当時、東京都議会で活動しておりました

し、恐らく市民のたくさんの方々から、この桜、ちょっと元気がないので何とかしてくだ

さいという要望は、相当、東京都に行ったと思います。そういった状況で、樹木医という

樹木を診る専門家の方に診ていただいて、下草を刈ったり、剪定をしたり、専門家の方々

にいろいろなことに取り組んでいただきました。剪定をしたから、そこからばい菌が入っ

たとおっしゃっている方がいらっしゃるようですが、それはそうとは断定はできないと思

います。専門家の方々、東京都が職員の方が勝手にやったわけではもちろんなくて、専門

家の方の御意見もいただいて、本当に東京都の皆さんも一生懸命やってくださっている。

しかしながら、地球温暖化であったり、下草の状況であったり、樹木の年齢であったり、

いろいろなことが要因としてあるんですが、昨今、なかなか回復しません。しかし、継続

して諦めずに、東京都の皆様には少しでも回復するように、私からも引き続き御要望はし

てまいりたいと思っております。私も回復を願っている市民の一人です。ただ、野川では、

最近、貫井神社の近くですとか、桜がどんどん立派に成長されて、新しい名所もできてい

て、私も野川が好きですからよく歩きますと、４月はきれいですね。この西之台の目の前

も桜がすごくきれいに咲いて、野川には複数の名所があって、本当にいいところだなと、

この桜を大事にしていきたいと思います。 
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 ２点目です。前原小学校のみならず、小金井では小・中学校で生ごみ処理機を使って、

毎週土曜日や、また夏休みに集中的に生ごみ処理機を活用したキャンペーンをやっていま

す。あそこでは燃やしているわけではありません。生ごみ処理機で熱乾燥といいましょう

か、こういったものを活用しまして、生ごみを処理して堆肥にしています。この堆肥は堆

肥として、また市民の方々に還元をしています。決してあそこで焼却しているものではあ

りません。私も、年に１回、夏休み中にこの生ごみ処理を、暑い中、朝早くから毎日のよ

うに当番で持ってきていただく市民の方々、いろいろな御対応していただいている方々が

大勢いらっしゃいますので、私も必ず、最低１回は各小学校・中学校を直接訪問して、感

謝と御礼を申し上げております。これからもその取組はしっかり続けてまいりたいと思い

ます。とても大事な取組です。 

 それから、公園、ユズの木ですね。どちらの公園ですか、名前分かりますか。 

 

〇市民Ｃ 

 野川のところにもありますし、それで前原のＴＥＲＡＫＯＹＡさんのところをずっと下

に降りてきたところなんですけど、小さな公園なんです。そこに３本か４本植えてあって、

すごく屋根よりも高く伸びちゃって。だから、そこの隣が駐車場になっているんですよね。

こっちは民家ですけど。だから、駐車場の車の人も嫌なんじゃないかな、なんて思うので。 

 

〇西岡市長 

 このユズのみならず、今、公共施設、公共用地に派生している様々な樹木がいっぱいあ

ります。これらが早くかなり成長してきていまして、民家の上にどうしても植生が伸びて

しまって、落ち葉や、木の実や、様々なことで何とかしてほしいという御意見があちらこ

ちらからあります。都度、都度、小金井市ではその所管している課が担当しておりまして、

なかなか対応が十分行き届いていない点についてはお詫びを申し上げたいと思います。い

わゆる木の実や果実については、確かにナツミカンですとか、幾つか実がなるものがあり

ます。かなりなります。その対応について、どういう方法がいいか。今の段ボールに入れ

て、御自由にお取りくださいという方法もいいんじゃないですかと。確かにそれも１つの

方法だと思います。放置をすれば、それが地面に落ちて、結局清掃することにもなります

ので。幾つか、そんなにたくさんあるわけではないんですけれども、実際に市民の方々か

ら御要望をいただくこともあるので、ちょっとこれ、環境政策課というところが対応して
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いるんですが、小金井市立公園で実がなるものについて、適切な対応について、どのよう

な方策がいいのか、担当とも相談させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 また、小金井街道のサルスベリ。これ、一方通行から新しくできた再開発のところのイ

トーヨーカ堂のほうに向かっていく一方通行のことをおっしゃっていますか。 

 

〇市民Ｃ 

 そう、あそこの小金井街道とのちょうど角地の。 

 

〇西岡市長 

 そうですね。これ、剪定した理由は、私も詳細を把握していないんですけれども、もち

ろん、何らかの理由があっての剪定だとは思うんです。 

 

〇市民Ｃ 

 剪定じゃなくて、幹の中ほどからがばっと切って。 

 

〇西岡市長 

 じゃ、場合によっては木が枯れてしまっていたのかもしれません。何もなくして突然刈

ったりはしませんので、もちろん何かが理由があったんだと思います。今、それを明確に

御答弁できないのは大変恐縮なのですが。必要であれば、道路管理課で管理しているんで

すが、お名前とお電話番号を教えていただいたら、どうしてそのような対応をしたのか、

また、今後の樹木の在り方についても、担当から御連絡を入れさせていただきたいと思い

ますので、終わった後、相談させてください。樹木につきましては、街路樹は小金井市の

中でもとても重要な位置づけだと思っています。小金井市は街路樹の種類が多くて、そこ

が特徴なんです。種類のいろいろな街路樹が、小金井市には市道、都道に植えられている。

これは１つの小金井の特徴と言われています。そういう意味で、サルスベリもとても大事

な樹木だと思うんですけれども、これからも、適切な管理にはしっかり努めてまいりたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 どうぞ、ほかにございますでしょうか。どなたでも結構です。どうぞ。 

 

〇市民Ｄ 
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 梶野町の〇〇といいます。今日はコロナウイルスの感染症の話ということでしたので、

私の体験ですが、コロナ接種２回、無事終了しました。今回はとても市の、私のかかりつ

けのお医者さんにお電話をいただいて、どうしますかと。今、自分で予約をとるのも大変

と聞いている中、今回、小金井市の個別接種、とても助かりました。皆さん、周り、若い

人たちだから、これからの人も多いかと思うんですが、それをとても感じました。それと、

最近、市長さんは子育てしやすいまちを特徴にしたいと。私、東小金井に住んでいるので

すが、今年度も３９、施設が増えたとおっしゃっていて、本当に歩いていると目にするの

が、保育士さんが子どもと一緒にお散歩している姿をよく目にするんです。そこでですが、

若い先生方のコロナ接種の進み具合は１００％でしょうか。 

 

〇西岡市長 

 以上ですか。 

 

〇市民Ｄ 

そのことが１つと、さっき特徴あるまちづくりというお話があったんですが、もちろん

武蔵小金井は華やかでとてもうきうきするんですが、東小金井は市長さん、子育てに関す

るまち、いかがでしょうか。提案します。 

 

〇西岡市長 

 貴重な御意見をありがとうございました。ワクチン接種が２回終了したということ、ま

た、かかりつけの先生自ら御連絡をいただいたということ、まさにここが小金井市のワク

チン接種の１つ特徴でございます。ワクチン接種は自治体によってやり方は様々です。そ

の自治体がどのような医療資源があり、そして、医師会では薬剤師会や医療関係者の方々

との協議や、いろいろな連携の在り方、様々なことが表れてきます。ワクチン接種は、し

かし、パンデミックも今初めて経験することですが、希望する方とはいえ、全市民を対象

としたワクチン接種事業、これは初めて取り組む事業です。先ほど申し上げましたように、

様々なことが全部完成しないとできない事業なんです。その最たるものが医師会の先生方

の接種体制の確立です。小金井市は、私たちは１２月から小金井医師会と小金井市薬剤師

会とでワクチン連絡会を立ち上げまして、私もその会議には全て参加しています。２週間

に一遍、必ず開催しています。その中で出てきた結論、小金井には大きな大病院というの
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があるわけではないんです。保健所もありません。そういう中で４６の病院や診療所がワ

クチン接種にぜひ協力すると。きめ細かな接種、そして副反応もありますので、また先生

は患者さんのことをいろいろ知っています。そういう意味では、この個別接種、病院や診

療所の皆さん、４６の病院の方々が手を挙げていただいた、これが本当に強味です。高齢

者の方々の接種は今どうなっているかというと、８３％が個別接種です。１７％が集団接

種。やっぱり皆さん、かかりつけ医がいらっしゃる方が多いので、この比率が高いんです。

しかも、先生のほうから声をかけていただけているというのが非常に特徴です。また、先

ほども申し上げましたが、６５歳以上の方の接種率が９２％です。これも接種をしている

病院であっても、なくても、小金井で開業している先生たちが患者さん達に正しい情報を

伝えてくださっているんだと思うんです。それがこの接種率につながっていると思います。

これからも努力をしてまいります。しかし、課題は、年代が低くなるにつれて接種率が下

がると言われています。私もそう思います。インターネットではいろいろなデマのような

情報や、フェイクニュースや、事実ではないような情報があふれています。また、若い方々

はふだんほとんど病院に行きません。ですから、先生たちとお会いする機会もないんです。

なので、これからの課題は、若い世代の方々にしっかり正しい情報を見ていただいて、読

んでいただいて、知っていただいて、正しく判断してもらうと、これが最大の課題だなと

思います。医師会の先生方からは、やはり７割ぐらいの方が接種しないと集団免疫が獲得

できないと言われています。なので、６５歳以上の方々、本当に頑張っていただいている

んですけれども、まち全体、社会全体が希望する方々にしっかりワクチンを接種できるよ

うにしていかなければいけないと思っています。小金井では、この先ほど資料でお配りし

ましたＡ４横の市報「こがねい」の新型コロナワクチン接種を段階的に進めていますとい

うところの左側、予約接種開始、４０歳から５９歳、７月１日から予約を開始して、明日

から接種がスタートします。この右側に、児童福祉施設等の従事者という欄がございます。

小金井市では、独自の判断で、７月１日から、小金井市民の方で保育園、幼稚園、障害の

ある方々で、お子さんが障がい児の方々の様々な放課後デイサービスで働いている方、学

童保育で働いている方、学校、小学校、中学校で放課後子ども教室などなど、子どもたち

のために様々な活動をしていただいている方、かなり幅広い方々で、年齢に関係なく、市

内であっても、市外であっても、働いている方は、この児童福祉施設等の従事者というふ

うに範疇を決めさせていただきました。予約は入ってきています。ただ、そういった方々

が市内に何人いて、接種予約が何割かというところも、ちょっと今お示しできないんです
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けれども、市民であって、保育園や幼稚園、学童保育等で働いている方、市外で働いてい

る方も含めて予約の受け付けをしているところでございます。多くの希望する方に接種の

予約をしていただければと思います。御承知のように、保育園、幼稚園、学童保育で働い

ている方々は、非常に感染症のリスクの高い中で本当に頑張って働いていただいておりま

して、感謝を申し上げたいと思います。児童福祉施設で働いている方々が、引き続き安心

して仕事ができるように、希望する方へのワクチン接種を進めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いします。 

 それから、東小金井をぜひ子育てしやすいまちにということの御意見、ごもっともだと、

私もそう思います。武蔵小金井駅も、東小金井駅も、両方です。東小金井駅は非常に魅力

のあるまちです。すてきな個店、おいしい飲食店、それから高架下にはコートや、マート

や、ポートという、開業、起業したい方々への支援施設もございますし、大学や高校も、

若い方々がたくさん駅を降りてまいります。小金井公園の玄関口でもあり、野川公園、武

蔵野公園への玄関口でもあります。また、駅周辺は、高層ビルだとかが建たないような、

いわゆる都市計画になっていますので、市民の方々からは空が広いまちとも言われていま

すし、魅力のあるまちです。現に今、小金井市内で人口が一番増えているところが一応、

梶野町なんです。これは北口の土地区画整理事業や、様々な要因があると思いますが、東

小金井駅のファミリー世帯の方々にとっても選ばれているのではないかと思います。現に

今、第三小学校の児童数が非常に増えておりまして、１日九百何十人もの給食をつくって

おります。あまりにも三小の児童・生徒数が増えていくことが明確になってきましたので、

小学校１年生も、このまま学区域の何か調整をしないと、小学校も５クラスになってしま

うのではないかと。普通教室が足りなくなってしまうのではないかという状況になりまし

た。その中で、小金井市では初めて第三小学校の区域内に住んでいる新１年生の方々にア

ンケートをとりまして、希望すればより近い緑小学校や、より近い第一小学校に入学する

ことができるように、初めてしました。今年の４月からです。今、正確な人数は出せませ

んが、十数名、２０名弱ぐらいの方々が緑小、一小に行きたいと。この要望は従来からあ

ったんです。小金井市は長い間、学区域はほとんど変えていないんです。途中で高架線に

もなりましたし、まちの様子も変わってきました。今後、学区域は課題にはなると思って

います。まず、第一歩として調整区域、希望する方は三小でもいいですし、あるいは一小

でも、緑小でもいいですよと、初めて導入しました。結果としては、第三小学校は従来の

クラス数と変わらなかったんです。一小も、緑小も、その結果、クラスが増えているとい
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う状況ではなかったので、結果としては普通教室の増にはつながらなかったんですけれど

も、今、東小金井駅、特に北口周辺を中心に人口も増えてきているという状況であります。

保育園のほうも、東小金井駅周辺は大分増えてまいりました。これからも、東小金井駅は、

御承知のように、おっしゃっていただいたように、子育てしやすいまち東小金井でありた

いと、私も思いますので、ぜひ御協力と御理解のほどよろしくお願いいたします。ありが

とうございました。 

 何かあれば、どうぞ。大丈夫ですか。 

 

〇市民Ｄ 

 いっぱいあります。私は保育士です。やっぱり保育園が欲しいです。子どもが本当に外

に出たら、お庭に出て遊べるという環境。せめて、それだけで十分ですから、子どもを見

ていると、そういう環境をつくってあげたいかなと。市長さんにお願いします。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。保育園は、認可保育園、確かに１６から３９と、この６年間、

相当増えました。しかし、中に園庭のない保育園もあるんですね。ですから、駅周辺の保

育園を希望する方もいらっしゃいます。通勤の途中で子どもを預けたり、また、迎えに行

ったりしやすいということで、駅周辺を希望する方もいっぱいいらっしゃいます。駅周辺

であればあるほど、園庭がなかなか造れないという状況になりますので、今、子どもたち

が遊べる環境づくりというのが課題だと思っています。もちろん、小金井公園や野川公園

もありますし。でも、保育園の近くにもっと遊べる公園が欲しいという声をいただいてい

るので、課題としてとらえています。市役所の隣の小金井消防署があります。あそこは、

本当に毎日、近くの保育園児たちが消防車を見に来るんです。すごいかわいいんです。私、

いつも話しかけちゃうんですけれども、あの光景が大好きで、子どもたちが並んで、消防

車や救急車をみんなで見ているんです。消防士さんたちも、もちろん出動するときは、子

どもたちを誘導してくれますが、何もないときは消防士さんたちが一生懸命説明してくれ

ているんです。すごく温かくていい風景だなと思って、僕も大好きなんです。昨日も、２

園ぐらいの子どもたちがずっと消防車に詰めていて、僕もちょっと一緒に話をさせていた

だいたんですけれども。増えましたね、お散歩している風景が。私がいつも思っているこ

とは、とにかく事故が起きないように。全国で不幸な事故がありました。たくさんの子ど
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もたちがベビーカーに乗って、１歳児から２歳児の子たちが歩いています。そういう子ど

もたちが、事故に遭わない、安心安全であるように、そしてお散歩が安心してできるまち

であるようにということは心がけてまいりたいと思います。ありがとうございます。 

〇司会者 

 では、ほかにコロナのことを中心にという形で御質問のある方はいらっしゃいますか。 

 

〇西岡市長 

 時間も８時までなので、最後の御質問になろうかと思います。よろしいですか。大丈夫

ですか。どうぞ、最後、お願いします。 

 

〇市民Ｅ 

 先ほど市長さんからごみの問題のお話がありましたけれども、燃やすごみとか、燃やさ

ないごみ、そのほか、資源ごみ、ペットボトルとか、特にアルミ缶。市報で何かの機会に

１回、カラーでごみの特集を。集めたり、焼却するのにどれぐらいのお金がかかったかと

いうことが市報に載っていますけれども、その中で、例えばアルミ缶はどうしているのか。

ペットボトルとか、雑紙とか、資源リサイクル、再利用ができるようなものの処理の仕方。

小金井で何か、事業所でやっているわけではないんでしょうけれども、アルミ缶だったら

売れるわけです。売っているのか、焼却場で一括で処理をしているのか、その辺が市報に

も全然載っていませんし、それと、何年か前から有料化になりました。あのごみ袋の製作

費とか売上げとかいうのは、全然市とは関係ないところでやっているのかどうか分かりま

せんけれども、もう少し資源ごみ、リサイクル、再利用あたりの処理の仕方が、いまいち、

市報を見ても分からないので、この間、市議会議員の方にそのことを伺ったら、あまり分

からないと。そういうことで今日、たまたまというところで。特にアルミ缶だったら、ホ

ームレスが持っていくとか何かという問題もたくさんあって、換金できるわけです。ペッ

トボトルのキャップなんかも、ほかの例えば府中の社会福祉協議会なんかは、集めていて、

それを売って、それを社協の活動費に使っているとかいうようなところもあります。ワク

チンを発展途上国あたりに寄贈するとかということもあるので、どういうように処理をし

ているのか、聞きたいと思います。 

 

〇西岡市長 
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 分かりました。ありがとうございます。様々な資源物を様々な方法で回収させていただ

いておりますし、市にもお届けいただいているたくさんの品目があります。小金井市はご

みの減量をしっかり成し遂げなければいけないという使命がありましたので、市民や事業

者の皆様方の御協力によりまして、ごみの減量に挑んできました。３Ｒですね。リサイク

ル、リユース、こういったものについては、これからも進めてまいります。実はたくさん

の品目がありまして、これを全て御説明するのはなかなか難しいんですが、ごみカレンダ

ーってありますね。私もいつも自宅に貼って、ほぼ毎日見るカレンダー、あの中にはかな

り詳しく、いろいろなことが書いてございます。実際、なかなか詳しく見ないんです。カ

レンダーとして使っていた、あの中には分別の仕方とか、いろいろ詳しく書いてあります

ので、まずあのごみカレンダーをぜひ見ていただきたいということ。それから、でも、お

っしゃるように、例えば回収している缶の行方とか、瓶の行方とか、粗大ごみの行方とか、

落ち葉の行方とか、いろいろなものを回収していますから、気にはなると思うんです、こ

れは一体どこでどういうふうに処理されているんだろうと。それは、そういう疑問を持つ

のは至極当然のことと思います。中には、もちろん市の収入になるようなものもあれば、

逆に、こちらで費用を払って処理していただいているものもあれば、品目によって様々で

す。また、ペットボトルのキャップであったり、最近ではコンタクトレンズのケースであ

ったり、いろいろなものを回収させていただいているんです。その一つ一つの行方という

のは疑問で、知りたいということでありましたので、これはごみ対策課ですけれども、市

のホームページとか、小金井市の廃棄物処理計画ですとか、いろいろなものがあるんです

が、何を見ていただいたら一番いいかを、追って担当のほうから連絡をさせていただきま

すので、少しお時間をいただきたいと思います。廃棄物処理計画を見るのが一番いいので

すが、ちょっと結構なページ数になりますけれども、御理解いただきたいと思います。１

つ、参考までに申し上げさせていただければ、本当に小金井市は、市民や事業者の皆様方

の多大なる御協力で、ごみの減量は非常に進んでいます。分別も一生懸命やっていただい

ています。環境省が毎年、毎年発表しているんですが、小金井市は今年も、人口が１０万

人から５０万人未満の自治体では、１人当たりの１日当たりに出すごみの排出量が全国で

一番少ない自治体であります。また、リサイクル率も５０％を超えています。これは、今

まで小金井市も１位だったときもあるんですが、直近では鎌倉市が１位で、２位が小金井

市という状況でありますが、これは市民の皆様方の御努力のおかげです。これからも、継

続して取り組んでいけるように、しっかりとさせていただきたいと思います。 
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 以上でございます。 

 

※ごみ対策課より回答 

市内で戸別回収している空き缶については、中町にある空缶・古紙等処理場にて選別後、

市内事業者に売却し、最終的には自動車部品や機械部品などにリサイクルされています。

市指定収集袋については、契約事業者との間で袋の作製及び管理を委託しており、また、

市民等が購入した袋の手数料については、毎年度市報こがねい９月１５日号ごみ減量・リ

サイクル特集内の廃棄物会計にてお知らせしています。ごみ対策課では、ごみ減量・リサ

イクルを推進するため、周知啓発を実施しておりますが、今回のご指摘を課内共有し、改

めて分かりやすい広報を心掛けてまいりたいと考えております。なお、市内から出たご

み・資源物のゆくえについては、市報こがねい令和３年７月１５日号ごみ減量・リサイク

ル特集にて各品目別に紹介しておりますのでご覧ください。 

 

〇司会者 

 ありがとうございます。それでは、お時間となってしまいましたので、最後に市長より

一言申し上げまして、終了とさせていただきます。 

 

〇西岡市長 

 それでは、本日は梅雨空の中、急に暑くなっております。大変お忙しい中、お越しいた

だきましてありがとうございました。皆様方からの貴重な御質問、御意見、御要望は今後

の市政運営の参考にさせていただきます。今日、回答できなかったことについては、追っ

て、担当部署からお返事をさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。昨今、

急に暑くなったりします。どうかくれぐれも熱中症には気をつけていただきたいと思いま

す。何よりもコロナ感染症対策、ワクチンを２回打たれて、２週間たつと抗体ができると

いう状況でありますが、まだまだ国全体、また地域全体の集団免疫は獲得できていない状

況ですし、変異株も出現している状況ですから、これまでの感染症対策をこれからも継続

していただけますように、お願い申し上げます。緊張感みなぎる毎日が続いておりますが、

まずはコロナ禍を皆様と力を合わせて何としても乗り越えてまいりたいと思っております。

そのためにも、まずは唯一の切り札であるワクチン接種を努力してまいりたいと思います

ので、どうぞ引き続き御理解、御支援賜りますようお願い申し上げます。 
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 本日は貴重な御意見を賜りまして、誠にありがとうございました。 

 

〇司会者 

 以上をもちまして、令和３年度第１回市民と市長の座談会を終了させていただきます。 

 本日はどうもありがとうございました。 

 


